
１
　
「
債
券
の
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
見
直
し
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」
の
中
間
報
告

去
る
一
一
月
二
六
日
、
日
本
証
券
業
協
会
は
「
債
券
の
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
見
直
し
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」
の
中
間

報
告
書
を
発
表
し
た
。
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
は
日
本
証
券
業
協
会
公
社
債
委
員
会
の
下
部
組
織
と
し
て
本
年
五
月
に
設
置
さ
れ

た
。
設
置
目
的
に
つ
い
て
、
報
告
書
の
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
昨
年
九
月
の
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
破
綻
に
端
を

発
し
た
世
界
的
な
金
融
危
機
以
降
、
市
場
環
境
の
劇
的
な
変
化
等
を
背
景
に
、
債
券
決
済
に
お
け
る
フ
ェ
イ
ル
慣
行
等
を
改
め
て
見

直
す
必
要
性
が
強
く
認
識
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
フ
ェ
イ
ル
の
頻
発
を
抑
制
し
つ
つ
、
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
更
な
る
定
着
を

図
る
観
点
か
ら
・
・
・
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
見
直
し
や
具
体
的
な
方
策
の
検
討
」
を
お
こ
な
う
こ
と
と
し
た
。
中
間
報
告
書
は
、
第
一

回
会
合
（
六
月
一
〇
日
）
か
ら
第
八
回
会
合
（
一
〇
月
七
日
）
ま
で
の
検
討
事
項
お
よ
び
そ
の
対
応
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。ワ

ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の
大
き
な
特
徴
は
、
市
場
横
断
的
な
性
質
を
も
っ
て
い
る
点
に
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
の
参
加
者
を
み
る
と

大
手
の
銀
行
、
証
券
会
社
、
短
資
会
社
、
機
関
投
資
家
で
あ
り
、
更
に
国
債
清
算
機
関
、
日
本
相
互
証
券
が
加
わ
り
、
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
と
し
て
金
融
庁
、
財
務
省
、
日
本
銀
行
が
参
加
し
て
い
る
。
参
加
者
層
は
広
範
囲
に
亘
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
取
り
上
げ
る
問
題

に
つ
い
て
各
界
が
共
通
し
た
問
題
意
識
を
も
っ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

中
間
報
告
書
で
は
、
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
現
状
、
問
題
を
取
り
上
げ
る
視
点
、
検
討
項
目
が
具
体
的
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
検
討
項

（1）

リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
証
券
の
破
綻
と
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
整
備
に
向
け
て

中
島
　
将
隆



目
と
し
て
は
①
フ
ェ
イ
ル
チ
ャ
ー
ジ
関
連
、
②
カ
ッ
ト
オ
フ
・
タ
イ
ム
関
連
、
③
バ
イ
・
イ
ン
関
連
、
④
誠
実
努
力
義
務
関
連
、
⑤

情
報
開
示
関
連
、
⑥
マ
ー
ジ
ン
・
コ
ー
ル
関
連
の
六
つ
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
中
間
報
告
の
検
討
内
容
は
、
こ
の
う
ち
、
①
か
ら
③

ま
で
の
項
目
で
、
④
か
ら
⑥
ま
で
の
項
目
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
は
実

施
段
階
に
入
り
、
実
務
上
の
詰
め
に
つ
い
て
は
「
債
券
現
先
等
研
究
会
」
も
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
検
討
事
項
が
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
理
解
が
一
段
と
深
ま
り
、
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
更
な
る
定
着
が
期
待
さ
れ
る
。

ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
問
題
、
そ
し
て
、
報
告
書
の
内
容
を
十
分
に
理
解
す
る
に
は
、
フ
ェ
イ
ル
慣

行
の
現
状
と
問
題
点
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
具
体
的
に
何
が
問
題
と
な
っ
た
か
、
な
ぜ
レ
ポ
市
場
が
混
乱
を
極
め
た
の
か
、
こ
う

し
た
問
題
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
分
野
の
調
査
研
究
は
、
後
掲
の
参
考
文
献
に
み
る
よ
う
に
、
主
と
し
て
日
銀
に
よ
る
調

査
研
究
論
文
が
数
多
く
公
表
さ
れ
て
い
る
。
小
論
で
は
、
後
掲
の
参
考
文
献
か
ら
重
要
な
箇
所
を
引
用
し
て
論
点
を
整
理
し
た
い
。

そ
の
上
で
、
次
号
で
中
間
報
告
の
検
討
を
お
こ
な
う
こ
と
に
し
た
い
。

２
　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と
「
混
乱
を
極
め
た
レ
ポ
市
場
」

（
１
）
混
乱
を
極
め
た
レ
ポ
市
場

二
〇
〇
九
年
九
月
一
五
日
、
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
証
券
の
破
綻
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
レ
ポ
市
場
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
レ

ポ
市
場
も
機
能
不
全
に
陥
っ
た
。
日
銀
調
査
論
文
は
日
本
の
レ
ポ
市
場
を
「
混
乱
を
極
め
た
レ
ポ
市
場
」
と
特
徴
づ
け
た
（
参
考
文

献
②
　
三
四
頁
）。
こ
の
調
査
論
文
に
依
拠
し
な
が
ら
、
混
乱
し
た
レ
ポ
市
場
の
実
態
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

混
乱
の
第
一
は
、
前
例
の
な
い
規
模
で
フ
ェ
イ
ル
が
多
発
し
た
こ
と
で
あ
る
。
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
証
券
の
破
綻
に
よ
っ
て

国
債
の
デ
フ
ォ
ル
ト
は
約
七
兆
円
に
上
っ
た
が
、
リ
ー
マ
ン
か
ら
引
渡
し
を
受
け
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
即
日
に
玉
を
調
達

（2）



で
き
ず
、
フ
ェ
イ
ル
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
（
参
考
文
献
⑦
）。
こ
れ
に
連
鎖
す
る
形
で
九
月
半
ば
以
降
に
フ
ェ
イ
ル
が
急
増
し
、
図

表
１
で
み
る
よ
う
に
、
九
月
の
フ
ェ
イ
ル
件
数
は
一
六
〇
八
件
、
金
額
は
五
・
七
兆
円
と
こ
れ
ま
で
の
記
録
を
大
幅
に
更
新
し
た

（
参
考
文
献
②
　
一
九
頁
）。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
デ
フ
ォ
ル
ト
発
生
に
よ
る
一
次
フ
ェ
イ
ル
の
発
生
が
、
市
場
全
体
で
相
乗
的
に
進

行
し
、
フ
ェ
イ
ル
の
連
鎖
に
よ
っ
て
フ
ェ
イ
ル
が
急
増
し
た
点
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
二
に
、
レ
ポ
取
引
が
縮
小
し
、
金
融
機
関
等
の
資
金
繰
り
や
債
券
の
運
用
と
調
達
に
影
響
を
与
え
た
。
図
表
２
で
み
る
よ
う
に
、

レ
ポ
取
引
残
高
は
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
・
リ
ス
ク
や
フ
ェ
イ
ル
へ
の
懸
念
か
ら
レ
ポ
取
引
を
縮
小
し

（3）

図表１　国債市場におけるフェイル規模の推移
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図表２　レポ市場残高の推移
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た
か
ら
で
あ
る
（
参
考
文
献
②
　
二
三
頁
）。

第
三
に
、
Ｇ
Ｃ
取
引
の
縮
小
と
Ｇ
Ｃ
レ
ポ
レ
ー
ト
の
高
騰
で
あ
る
。
Ｇ
Ｃ
取

引
で
は
、
外
証
と
の
取
引
を
敬
遠
す
る
動
き
が
み
ら
れ
た
ほ
か
、
都
銀
や
信
託

で
フ
ェ
イ
ル
回
避
や
資
金
繰
り
の
慎
重
化
か
ら
、
取
引
自
体
を
忌
避
す
る
動
き

が
み
ら
れ
、
出
し
手
が
資
金
放
出
を
絞
っ
た
こ
と
で
Ｇ
Ｃ
取
引
の
流
動
性
が
低

下
し
た
。
こ
の
た
め
、
図
表
３
で
み
る
よ
う
に
、
Ｇ
Ｃ
レ
ポ
レ
ー
ト
は
無
担
保

コ
ー
ル
を
大
幅
に
上
回
っ
て
推
移
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
参
考
文
献
②
　
二
四

頁
）。第

四
に
、
特
定
銘
柄
の
国
債
調
達
が
困
難
と
な
っ
て
品
借
料
が
高
騰
し
、
Ｓ

Ｃ
レ
ポ
レ
ー
ト
が
大
幅
に
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
Ｓ
Ｃ
取
引
で
は
、
投
資
家
が

国
債
の
貸
出
を
停
止
ま
た
は
絞
り
込
ん
だ
こ
と
に
加
え
、
新
発
国
債
の
減
額
発

行
の
影
響
な
ど
か
ら
、
一
部
の
銘
柄
の
需
給
が
極
度
に
タ
イ
ト
化
し
た
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
市
場
混
乱
の
中
で
も
フ
ェ
イ
ル
を
容
認
し
な
い
投
資
家
へ
の
国
債

の
引
渡
し
を
確
実
に
履
行
す
る
た
め
、
コ
ス
ト
度
外
視
で
対
象
債
券
を
調
達
す

る
動
き
が
強
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｃ
レ
ポ
レ
ー
ト
が
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
と
な

る
銘
柄
が
続
出
し
た
。
こ
の
間
、
市
場
流
動
性
の
低
下
と
シ
ョ
ー
ト
カ
バ
ー
コ

ス
ト
の
上
昇
も
あ
っ
て
、
意
図
的
な
フ
ェ
イ
ル
が
増
加
し
て
い
る
と
の
見
方
が

生
じ
、
バ
ッ
ド
フ
ェ
イ
ル
に
対
す
る
疑
心
暗
鬼
が
更
な
る
流
動
性
低
下
を
招
く

（4）

図表３　GCレポレートの推移
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悪
循
環
に
陥
っ
た
と
の
指
摘
が
多
く
聞
か
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｇ
Ｃ
取
引
に
よ
る
資
金
調
達
に
加
え
て
、
債
券
調
達
に
つ
い
て
も

不
確
実
性
が
高
ま
る
中
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
圧
縮
を
急
ぐ
先
が
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
る
な
ど
、
大
き
な
影
響
が
生
じ
た
（
参
考
文
献
②

二
四
頁
）。

以
上
に
み
た
よ
う
に
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
レ
ポ
市
場
は
混
乱
を
極
め
、
市
場
機
能
は
著
し
く
低
下
し
た
の
で
あ
る
。

（
２
）
な
ぜ
レ
ポ
市
場
の
機
能
が
低
下
し
た
の
か

最
大
の
要
因
は
、
フ
ェ
イ
ル
慣
行
が
定
着
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
日
本
で
は
従
来
か
ら
フ
ェ
イ
ル
慣
行
が
定
着
し
て
い
な
い

た
め
レ
ポ
市
場
に
お
け
る
取
引
の
効
率
性
や
市
場
流
動
性
を
歪
め
る
局
面
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で

フ
ェ
イ
ル
が
多
発
し
た
状
況
に
お
い
て
も
フ
ェ
イ
ル
を
容
認
し
な
い
先
、
ま
た
、
実
務
上
、
フ
ェ
イ
ル
に
対
応
で
き
な
い
先
が
多
か

っ
た
。
そ
の
結
果
、
レ
ポ
市
場
が
更
に
混
乱
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
市
場
関
係
者
の
間
で
フ
ェ
イ
ル
慣
行
に
関
す
る
問
題

意
識
が
一
段
と
高
ま
っ
た
（
参
考
文
献
②
　
二
五
、
二
七
頁
）。
フ
ェ
イ
ル
を
容
認
し
な
い
先
に
は
、
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
意
義
と
役

割
に
つ
い
て
理
解
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
フ
ェ
イ
ル
に
対
応
で
き
な
い
先
に
は
、
フ
ェ
イ
ル
・
コ
ス
ト
の
見
直
し
や
日
中

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
な
ど
、
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
が
強
く
共
有
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
五
月
、「
債
券
の
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
見
直
し
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、

こ
う
し
た
問
題
意
識
が
市
場
横
断
的
に
共
有
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
レ
ポ
市
場
の
混
乱
は
未
決
済
残
高
の
積
み
上
が
り
に
よ
る
デ
フ
ォ
ル
ト
や
フ
ェ
イ
ル
増
加
が
一
つ
の
原
因
で
あ
っ
た
。
未

決
済
残
高
を
縮
小
し
、
フ
ェ
イ
ル
解
消
の
迅
速
化
を
図
る
に
は
、
国
債
決
済
期
日
を
短
縮
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
意
識

か
ら
、
二
〇
〇
九
年
九
月
、「
国
債
の
決
済
期
間
の
短
縮
化
に
関
す
る
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」
が
証
券
決
済
制
度
改
革
推

（5）



進
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

３
　
レ
ポ
取
引
と
フ
ェ
イ
ル
慣
行

（
１
）
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
意
義
と
役
割

日
証
協
の
中
間
報
告
を
検
討
す
る
前
に
、
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
意
義
と
役
割
、
日
米
の
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
現
状
と
問
題
点
に
つ
い
て
、

参
考
文
献
に
依
拠
し
な
が
ら
み
て
お
き
た
い
。

債
券
の
フ
ェ
イ
ル
と
フ
ェ
イ
ル
慣
行
と
は
異
な
る
意
味
合
い
を
も
つ
。
フ
ェ
イ
ル
と
は
債
券
の
受
け
方
が
、
そ
の
渡
し
方
か
ら
予

定
さ
れ
て
い
た
決
済
日
が
経
過
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
対
象
債
券
を
受
け
渡
し
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
い
う
。
フ
ェ
イ
ル
慣
行
と

は
、
フ
ェ
イ
ル
発
生
時
の
当
事
者
間
に
お
け
る
一
般
的
な
事
務
処
理
方
法
を
定
め
た
も
の
で
、
債
券
の
渡
し
方
が
債
券
の
受
け
方
に

対
し
決
済
日
に
債
券
の
受
け
渡
し
が
未
了
で
あ
っ
て
も
債
務
不
履
行
（
デ
フ
ォ
ル
ト
）
と
は
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。

フ
ェ
イ
ル
・
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
証
券
業
協
会
の
フ
ェ
イ
ル
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
定
め
ら

れ
て
い
る
。
①
フ
ェ
イ
ル
し
た
渡
し
方
は
、
本
来
支
払
い
を
受
け
る
べ
き
資
金
を
受
け
方
か
ら
受
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
債

券
保
有
の
た
め
の
資
金
調
達
コ
ス
ト
を
負
担
し
た
り
、
受
取
る
べ
き
資
金
運
用
益
を
放
棄
す
る
こ
と
と
な
る
ほ
か
、
経
過
利
子
に
つ

い
て
は
予
定
さ
れ
て
い
た
決
済
日
ま
で
の
経
過
利
子
し
か
受
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
②
一
方
、
フ
ェ
イ
ル
の
受
け
方
は
、
予
定
さ

れ
た
決
済
日
か
ら
実
際
に
債
券
を
受
領
す
る
ま
で
の
経
過
利
子
を
受
取
れ
る
と
と
も
に
、
決
済
未
了
に
よ
り
滞
留
す
る
手
元
資
金
を

運
用
で
き
る
。
③
し
た
が
っ
て
、
フ
ェ
イ
ル
に
つ
い
て
は
特
別
の
罰
則
を
設
け
ず
、
遅
延
損
害
金
等
の
授
受
は
お
こ
な
わ
れ
な
い
こ

と
と
す
る
（
参
考
文
献
①
　
七
頁
）。

フ
ェ
イ
ル
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
よ
う
な
緊
急
時
に
多
発
す
る
が
、
平
時
に
お
い
て
も
フ
ェ
イ
ル
は
発
生
す
る
点
に
留
意
す
る

（6）



必
要
が
あ
る
。
ま
ず
、
需
給
が
逼
迫
し
た
場
合
で
あ
る
。
レ
ポ
取
引
は
銘
柄
に
よ
る
個
別
性
が
あ
る
た
め
、
時
と
し
て
特
定
銘
柄
の

調
達
が
困
難
と
な
っ
て
フ
ェ
イ
ル
が
発
生
す
る
。
ま
た
、
ル
ー
プ
の
発
生
に
よ
っ
て
も
生
じ
る
。
ル
ー
プ
と
は
、
市
場
で
取
引
が
輪

（
ル
ー
プ
）
の
よ
う
に
連
鎖
し
、
決
済
が
滞
っ
て
し
ま
う
状
態
の
こ
と
で
あ
る
。
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
買
い
入
れ
た
債
券
を
受
け
渡
し
さ

れ
る
前
に
、
当
該
債
券
を
他
の
取
引
参
加
者
に
売
却
す
る
取
引
を
頻
繁
に
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
引
が
広
範
に
お
こ
な
わ

れ
、
か
つ
受
け
渡
し
が
同
一
日
で
あ
る
場
合
、
各
取
引
の
当
事
者
が
予
期
し
な
い
と
こ
ろ
で
取
引
が
連
鎖
し
、
フ
ェ
イ
ル
と
し
て
処

理
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
さ
ら
に
、
決
済
指
図
に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
で
あ
る
。
非
居
住
者
と
の
取
引
で
は
、
時
差
の
問
題
で
決
済
指

図
の
修
正
が
間
に
合
わ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
っ
て
、
フ
ェ
イ
ル
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
加
え
て
、
フ
ェ
イ
ル
の
連
鎖
に
よ
る

発
生
で
あ
る
。
レ
ポ
取
引
は
広
範
な
参
加
者
間
で
取
引
さ
れ
、
あ
る
取
引
を
前
提
に
そ
の
後
の
取
引
を
お
こ
な
う
こ
と
が
多
い
。
あ

る
取
引
に
フ
ェ
イ
ル
が
発
生
す
る
と
、
後
続
の
取
引
も
フ
ェ
イ
ル
と
な
り
、
フ
ェ
イ
ル
の
連
鎖
が
発
生
す
る
の
で
あ
る
（
参
考
文
献

⑥
　
五
〜
九
頁
。
参
考
文
献
⑧
　
二
〜
三
頁
）。

フ
ェ
イ
ル
慣
行
と
は
、
市
場
流
動
性
の
確
保
や
決
済
の
円
滑
化
の
た
め
フ
ェ
イ
ル
を
認
め
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
欧
米
主
要

国
で
は
「
多
発
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
が
、
発
生
自
体
は
忌
避
す
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
認
識
が
定
着
し
て
い
る
（
参
考
文
献

②
　
二
六
頁
）。

仮
に
、
フ
ェ
イ
ル
慣
行
が
認
め
ら
れ
ず
、
約
定
し
た
全
て
の
取
引
に
つ
い
て
確
実
な
受
け
渡
し
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
デ
ィ
ー
ラ

ー
は
フ
ェ
イ
ル
す
る
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
、
受
渡
予
定
の
銘
柄
を
予
め
在
庫
と
し
て
確
保
し
た
り
、
受
け
渡
し
の
不
確
実
な
銘

柄
に
つ
い
て
投
資
家
へ
の
売
呼
値
の
提
示
を
控
え
る
と
い
っ
た
対
応
が
必
要
と
な
る
。
こ
う
し
た
環
境
下
で
は
、
シ
ョ
ー
ト
ポ
ジ
シ

ョ
ン
の
造
成
に
支
障
が
生
じ
る
な
ど
マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
イ
ク
能
力
が
制
約
さ
れ
、
取
引
の
円
滑
化
を
妨
げ
た
り
、
価
格
形
成
を
歪
め
る

と
い
っ
た
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
が
フ
ェ
イ
ル
の
回
避
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
結
果
、
需
給
が
逼
迫
し

（7）



た
銘
柄
を
著
し
く
高
コ
ス
ト
で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
、
レ
ポ
や
債
券
市
場
の
価
格
形
成
に
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、
需
給
を
一

段
と
タ
イ
ト
化
さ
せ
更
な
る
フ
ェ
イ
ル
を
誘
発
す
る
原
因
と
も
な
り
得
る
。
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
定
着
に
は
、
こ
の
よ
う
な
影
響
を
抑

制
し
、
市
場
流
動
性
を
維
持
・
向
上
に
資
す
る
効
用
が
あ
る
（
参
考
文
献
⑧
　
三
頁
）。

他
方
で
、
フ
ェ
イ
ル
が
多
発
す
る
と
、
未
決
済
残
高
の
増
加
か
ら
決
済
リ
ス
ク
を
増
大
さ
せ
る
ほ
か
、
取
引
縮
小
を
招
き
や
す
く
、

市
場
流
動
性
の
低
下
に
繋
が
る
。
こ
の
た
め
、
一
定
の
慣
行
の
下
で
フ
ェ
イ
ル
を
認
め
る
と
し
て
も
、
そ
の
多
発
は
避
け
ね
ば
な
ら

な
い
（
参
考
文
献
⑥
　
二
〇
頁
）。

フ
ェ
イ
ル
慣
行
は
、
こ
う
し
た
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
側
面
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
日
本
証
券
業
協
会
で
は
「
国
債
の
即
時
グ
ロ

ス
決
済
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
「
フ
ェ
イ
ル
解
消
の
誠
実
努
力
義
務
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。「
フ
ェ
イ
ル
は
、

決
し
て
推
奨
す
べ
き
状
態
で
は
な
く
、
ま
た
、
フ
ェ
イ
ル
の
多
発
は
取
引
の
円
滑
化
、
市
場
流
動
性
の
確
保
と
い
う
本
来
の
目
的
に

反
す
る
こ
と
に
な
り
兼
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
市
場
参
加
者
は
フ
ェ
イ
ル
を
可
能
な
限
り
回
避
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
や
む
を
得

ず
フ
ェ
イ
ル
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
取
引
当
事
者
間
で
誠
実
に
対
応
し
、
フ
ェ
イ
ル
の
早
期
解
消
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
す
る
」（
参
考
文
献
①
　
七
頁
）。

（
２
）
日
本
の
現
状
と
課
題

日
本
で
は
国
債
決
済
の
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
化
が
図
ら
れ
た
二
〇
〇
一
年
一
月
に
フ
ェ
イ
ル
慣
行
が
導
入
さ
れ
た
。
日
銀
が
二
〇
〇
九
年
一

月
に
発
表
し
た
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
レ
ポ
取
引
に
お
い
て
フ
ェ
イ
ル
を
容
認
す
る
市
場
参
加
者
は
、
全
体
の
半
分
に
満
た
な
い
状

況
で
あ
る
。
図
表
４
は
フ
ェ
イ
ル
の
容
認
状
況
と
フ
ェ
イ
ル
慣
行
定
着
へ
の
ス
タ
ン
ス
を
み
た
も
の
だ
が
、
フ
ェ
イ
ル
に
対
す
る
理

解
が
社
内
で
浸
透
し
、
役
員
レ
ベ
ル
で
認
識
し
て
い
る
場
合
、
フ
ェ
イ
ル
を
容
認
す
る
市
場
参
加
者
が
多
い
。
ま
た
、
定
着
に
つ
い

（8）



て
も
望
ま
し
い
と
考
え
る
割
合
が
高
ま
る
関
係
が
み
ら
れ
る
。
な
お
、
フ
ェ
イ
ル

を
容
認
す
る
市
場
参
加
者
は
都
銀
や
証
券
が
中
心
で
あ
る
（
参
考
文
献
②
　
二
八

頁
）。
日
銀
の
サ
ー
ベ
イ
結
果
を
み
る
と
、
全
体
と
し
て
、
日
本
で
は
フ
ェ
イ
ル
慣

行
は
定
着
し
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

で
は
、
な
ぜ
、
フ
ェ
イ
ル
慣
行
が
定
着
し
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
定
着
し
て

い
な
い
理
由
は
、
一
つ
は
実
務
上
全
く
対
応
で
き
な
い
、
も
う
一
つ
は
フ
ェ
イ
ル

慣
行
の
必
要
性
を
認
識
し
な
い
、
と
い
う
二
つ
の
理
由
に
区
分
で
き
る
。
図
表
５

は
フ
ェ
イ
ル
を
如
何
な
る
理
由
で
容
認
し
て
い
な
い
か
、
そ
の
理
由
を
日
銀
が
調

査
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
番
多
い
理
由
は
、
自
社
シ
ス
テ
ム
上
の
取
り
扱
い
や
会

計
処
理
法
が
確
立
し
て
い
な
い
と
い
う
実
務
上
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
必

要
性
を
認
識
し
な
い
投
資
家
の
理
由
は
様
々
で
、
Ｓ
Ｃ
取
引
で
別
途
調
達
が
困
難

で
あ
る
こ
と
、
余
剰
資
金
の
運
用
先
が
な
い
、
フ
ェ
イ
ル
が
他
の
取
引
先
か
ら
容

認
さ
れ
て
い
な
い
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
フ
ェ
イ
ル
慣
行
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

事
務
体
制
の
整
備
で
あ
り
、
フ
ェ
イ
ル
慣
行
に
対
す
る
更
な
る
理
解
を
深
め
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
フ
ェ
イ
ル
を
容
認
す
る
市
場
参
加
者
が
フ
ェ

イ
ル
慣
行
の
定
着
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
考
え
て
い
る
調
査
結
果
と
符
合
し
て
い
る
。

図
表
６
を
み
る
と
、
広
範
な
市
場
参
加
者
に
よ
る
フ
ェ
イ
ル
ル
ー
ル
の
理
解
を
深

（9）

図表４　フェイルの容認状況とフェイル慣行定着へのスタンス
＜フェイルの容認状況＞ ＜フェイル慣行定着へのスタンス＞

0%

20%

40%

60%

80%

100%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全先 認識
なし先

実務担当者
レベル認識先

役員レベル
認識先

全先 認識
なし先

実務担当者
レベル認識先

役員レベル
認識先

容認していない
容認している

どちらともいえない
現状程度でよい
定着が望ましい

（出所）後掲参考文献②　28頁



め
る
こ
と
が
ト
ッ
プ

に
上
が
っ
て
い
る
。

次
い
で
、
シ
ス
テ
ム

お
よ
び
事
務
体
制
の

拡
充
が
つ
づ
い
て
い

る
。
そ
し
て
、
Ｓ
Ｃ

レ
ポ
市
場
の
流
動
性

向
上
や
国
債
清
算
機

構
の
利
用
促
進
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
調
査
結

果
を
踏
ま
え
て
、
日

銀
の
調
査
研
究
報
告

で
は
、
混
乱
を
極
め

た
レ
ポ
市
場
で
は
検

討
課
題
と
し
て
、
フ

ェ
イ
ル
慣
行
の
定

着
・
見
直
し
な
ど
の

（10）

図表５　フェイル非容認先がフェイルを容認しない理由

18先

12先

4先

13先

76先

0 20 40 60 80 100 （先）

フェイルを受けた際の自社システム
上の取扱いや会計処理方法が確立し
ていない

15先フェイルを受けた際に余剰資金を運
用する機会がない

SCレポ市場で国債を別途調達する
のが困難

フェイルが他の取引先から容認され
ていない

フェイル慣行に使い勝手の悪い部分
がある

その他

（出所）後掲参考文献②　29頁

図表６　フェイルを容認する先が考えるフェイル慣行定着のポイント

31先

0 10 20 30 40 50 60（先）

43先

13先

17先

6先

8先

各金融機関等におけるシステムおよ
び事務体制の拡充

広範な市場参加者による現行フェイ
ルルールの理解促進

SCレポ市場の流動性向上

JGBCCの利用促進

市場慣行の一段の整備

その他

（出所）後掲参考文献②　29頁



整
備
、
清
算
機
関
の
機
能
改
善
と
利
用
促
進
、
さ
ら
に
国
債
決
済
期
間
の
短
縮
等
に
よ
る
リ
ス
ク
管
理
の
強
化
が
強
く
意
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
（
参
考
文
献
②
　
三
四
頁
）。

（
３
）
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
見
直
し

ア
メ
リ
カ
で
は
フ
ェ
イ
ル
慣
行
が
定
着
し
て
い
る
。
フ
ェ
イ
ル
の
容
認
が
市
場
流
動
性
の
維
持
・
向
上
に
資
す
る
と
の
理
解
が
浸

透
し
て
い
る
こ
と
や
、
フ
ェ
イ
ル
を
受
け
た
場
合
に
滞
留
す
る
手
元
資
金
の
運
用
を
収
益
機
会
と
捉
え
る
見
方
も
あ
っ
て
、
市
場
全

体
で
フ
ェ
イ
ル
慣
行
が
定
着
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
参
考
文
献
⑧
　
五
頁
）。

と
こ
ろ
が
、
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
破
綻
直
後
か
ら
前
例
の
な
い
規
模
の
フ
ェ
イ
ル
が
多
発
し
た
。
そ
し
て
、
フ
ェ
イ
ル
の

多
発
に
よ
っ
て
市
場
流
動
性
が
大
き
く
低
下
し
た
。
Ｎ
Ｙ
連
銀
が
事
務
局
機
能
を
担
う
Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｇ
（T

reasury
M

arket
Practices

G
roup

）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
以
下
は
何
れ
も
参
考
文
献
⑥
か
ら
の
引
用
）。

「
フ
ェ
イ
ル
の
多
発
は
効
率
的
な
決
済
を
阻
害
す
る
ほ
か
、
市
場
参
加
者
の
取
引
縮
小
を
招
き
、
国
債
市
場
の
流
動
性
を
低
下

さ
せ
る
。
こ
れ
は
、
現
物
市
場
の
ヘ
ッ
ジ
機
能
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
イ
ク
機
能
を
低
下
さ
せ
、
国
債
市
場
の
機
能
低
下
に
繋
が
る
」

（2009/3/31
"U

.S.T
reasury

Securities
F

ails
C

harge
T

rading
Securities"

）

「
過
去
数
ヶ
月
間
、
米
国
債
市
場
で
は
フ
ェ
イ
ル
が
多
発
し
た
。
フ
ェ
イ
ル
発
生
額
は
過
去
に
前
例
を
み
な
い
水
準
に
ま
で
上

昇
し
、
国
債
の
流
通
市
場
の
流
動
性
に
悪
影
響
を
与
え
た
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
流
動
性
が
高
い
こ
と
か
ら
米
国
債
を
購
入
し
て

い
る
投
資
家
の
利
益
を
損
な
う
ほ
か
、
流
動
性
が
高
い
分
だ
け
発
行
コ
ス
ト
を
低
く
抑
え
ら
れ
る
と
い
っ
た
納
税
者
の
利
益
も
損

（11）



な
う
」（2009/1/5

"C
laim

ing
a

F
ails

C
harge

for
a

Settlem
ent

F
ailin

U
.S

T
reasury

Securities"

フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
見
直
し
は
、
前
述
の
Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｇ
と
業
界
団
体
で
あ
る
Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ｍ
Ａ
（S

ecurities
Industry

F
inancial

M
arkets

）
が
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
図
表
７
は
、
リ
ー
マ
ン
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
破
綻
以
降
の
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
見
直
し
の
動
き

を
た
ど
っ
た
も
の
で
あ
る
（
以
下
の
論
点
整
理
は
、
参
考
文
献
⑧
　
五
頁
以
下
）。

ま
ず
、
国
債
の
渡
し
方
を
規
律
す
る
仕
組
み
の
導
入
で
あ
る
。
低
金
利
政
策
が
続
く
と
国
債
の
渡
し
方
に
と
っ
て
フ
ェ
イ
ル
を
回

避
・
解
消
す
る
経
済
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
低
下
す
る
と
い
う
問
題
を
改
善
す
る
た
め
、
低
金
利
環
境
下
で
は
フ
ェ
イ
ル
し
た
先
が

一
定
の
課
金
（
三
％
―
Ｆ
Ｆ
レ
ー
ト
の
誘
導
目
標
）
を
支
払
う
フ
ェ
イ
ル
チ
ャ
ー
ジ
慣
行
の
導
入
で
あ
る
。
同
時
に
、
フ
ェ
イ
ル
回

避
・
早
期
解
消
に
向
け
、
国
債
の
渡
し
方
が
採
る
べ
き
行
動
を
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
と
し
て
取
り
纏
め
、
改
め
て
そ
の
遵
守
を
促

し
て
い
る
。

第
二
に
、
フ
ェ
イ
ル
と
な
っ
た
取
引
の
リ
ス
ク
管
理
の
強
化
で
あ
る
。
フ
ェ
イ
ル
取
引
に
お
け
る
マ
ー
ン
コ
ー
ル
の
導
入
や
バ

イ
・
イ
ン
期
間
の
大
幅
短
縮
で
あ
る
。
前
者
は
こ
れ
ま
で
マ
ー
ジ
ン
コ
ー
ル
の
対
象
で
は
な
か
っ
た
フ
ェ
イ
ル
取
引
に
つ
い
て
マ
ー

ジ
ン
コ
ー
ル
を
実
施
し
、
デ
フ
ォ
ル
ト
を
蒙
っ
た
取
引
相
手
が
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
再
構
築
す
る
際
に
蒙
る
価
格
変
動
リ
ス
ク
の
削
減
を

図
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
の
バ
イ
・
イ
ン
期
間
の
短
縮
は
、
フ
ェ
イ
ル
が
長
期
化
す
る
リ
ス
ク
を
削
減
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。第

三
は
、
フ
ェ
イ
ル
取
引
に
関
す
る
透
明
性
の
向
上
で
あ
る
。
Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｇ
で
は
、
特
定
銘
柄
の
フ
ェ
イ
ル
デ
ー
タ
の
公
表
可
能
性

を
検
討
し
て
い
る
。

加
え
て
、
国
債
引
渡
時
限
の
見
直
し
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
顧
客
に
一
五
時
一
五
分
ま
で
国
債
を
引
き
渡

（12）



図表７　リーマン・ブラザーズ破綻後のフェイル慣行見直しの動き

（出所）後掲参考文献⑧　９頁

08/９/15日 ¡リーマン・ブラザーズ・ホールディングス・インクが連邦倒産法第11章の適用を
申請。

９/23日 ¡SIFMAは、経営陣等によるフェイル抑制への関与を始めとするフェイル抑制策
を推奨。

10/３日 ¡SIFMAは、低金利環境でのフェイルに対処するためのベストプラクティスを公
表。
・フェイルが急増・長期化した場合などにおける内部管理体制の強化
・ショートポジションのカバーに関するTMPGのベストプラクティス（多額のシ
ョートポジションを保有する先は、適時に受渡が行えるよう、対象債券の借
入を誠実に実施すべき。意図的なフェイルは起こすべきでない）に留意
・フェイル取引のマージンコールやマイナス金利でのレポ取引への対応促進
・バイ・イン手続きへの理解促進

10/８日
11/５日

¡財務省は、四半期定例入札に関する声明などで民間にフェイル対策を講じるよう
要請。
・フェイル多発を防止するため、市場参加者がフェイル解消のインセンティブ
を備えた取引慣行策定に引続き努力するよう強く推奨。市場参加者が主体的
に対応策を導入しない場合、規制導入を検討する可能性を示唆。

５/１日 ¡フェイルチャージ慣行の開始。
７/１日 ¡国債の引渡期限に関する慣行の見直しを実施。
７/15日 ¡TMPGは、フェイル取引へのマージンコールに関する慣行について、フェイルチ

ャージ慣行等の効果の見極めが終わるまで同慣行の検討を延期する旨を公表。

11/12日 ¡TMPGは、低金利環境でのフェイル抑制策（フェイルチャージ慣行等）を公表（注）。
（注）その後、NY連銀、財務省が支持を表明。
・フェイルした国債の渡し方がフェイルされた国債の受け方にチャージを支払
う慣行の導入
・フェイル取引のマージンコールに関する慣行の導入
・フェイルが５営業日超継続した場合の現金決済慣行の導入
・特定銘柄のフェイルデータの公表可能性の検討
・ループによるフェイルを効率的に解消するマルチラテラル・ネッテイングの
検討
・安全弁としての財務省の国債一時供給制度に関する議論の支援

09/１/５日 ¡TMPGは、フェイルチャージ慣行の開始日を５/１日とすること等を公表。
１/15日 ¡SIFMAとTMPGは、「フェイルチャージの取引慣行」を公表（注）。

（注）３/31日に最低請求金額を設定すること等を公表。
４/28日 ¡SIFMAとTMPGは、国債の引渡時限に関する慣行を見直し、６/１日より実施す

る旨を公表（注）。
（注）５/28日に実施日を７月に延期する旨を公表。
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す
こ
と
が
出
来
た
の
に
対
し
、
顧
客
は
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
一
五
時
ま
で
に
し
か
引
き
渡
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
扱
い
の

も
と
で
は
、
一
五
時
か
ら
一
五
時
一
五
分
の
間
に
顧
客
が
デ
ィ
ー
ラ
ー
か
ら
国
債
の
引
渡
し
を
受
け
る
と
、
他
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
へ
の

引
渡
し
が
で
き
な
い
。
更
に
フ
ェ
イ
ル
チ
ャ
ー
ジ
慣
行
が
導
入
さ
れ
た
場
合
、
こ
れ
に
伴
う
コ
ス
ト
も
追
加
的
に
負
担
す
る
惧
れ
が

あ
っ
た
た
め
、
今
般
の
見
直
し
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
見
直
し
は
、
フ
ェ
イ
ル
チ
ャ
ー
ジ
慣
行
の
導
入
が
本
年
五
月
、
国
債
の
引
渡
し
期
限
見
直
し
が
七
月
に
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
他
の
見
直
し
は
検
討
中
と
さ
れ
て
い
る
（
詳
細
な
動
き
に
つ
い
て
は
図
表
７
を
参
照
）。
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
見
直
し
に
よ
っ
て

フ
ェ
イ
ル
の
発
生
は
抑
制
さ
れ
、
従
来
に
は
無
か
っ
た
マ
イ
ナ
ス
金
利
に
よ
る
国
債
調
達
も
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ア
メ
リ

カ
で
の
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
見
直
し
は
一
先
ず
成
功
し
た
評
価
と
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
⑧
　
八
頁
）。
ア
メ
リ
カ
で
の
成
功
は
、

次
号
で
検
討
す
る
日
本
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の
検
討
に
お
い
て
も
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
謝
辞
　
本
稿
を
作
成
す
る
に
際
し
て
は
、
日
本
証
券
業
協
会
自
主
規
制
本
部
自
主
規
制
二
部
長
の
松
永
秀
昭
氏
か
ら
、
多
く
の
ご
教
示
を
え
た
。
記

し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。
あ
り
う
る
文
中
の
誤
り
は
筆
者
の
責
任
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。）

参
考
文
献

①
「
国
債
の
即
時
グ
ロ
ス
決
済
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
日
本
証
券
業
協
会
　
二
〇
〇
四
年
一
月

②
「
わ
が
国
短
期
金
融
市
場
の
動
向
と
課
題
―
東
京
短
期
金
融
市
場
サ
ー
ベ
イ
（
〇
八
／
八
月
）
の
結
果
と
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
証
券
破
綻
の

影
響
」
日
本
銀
行
金
融
市
場
局
　
二
〇
〇
九
年
一
月

③
「
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
証
券
の
破
綻
が
わ
が
国
決
済
シ
ス
テ
ム
に
も
た
ら
し
た
教
訓
」
日
本
銀
行
決
済
機
構
局
　
二
〇
〇
九
年
三
月
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④
「
Ｔ
＋
〇
レ
ポ
、
及
び
フ
ェ
イ
ル
の
際
の
業
務
フ
ロ
ー
に
つ
い
て
」
債
券
現
先
等
研
究
会
　
二
〇
〇
九
年
三
月

⑤
「
債
券
の
フ
ェ
イ
ル
の
際
に
お
け
る
経
理
処
理
参
考
事
例
に
つ
い
て
」
債
券
現
先
等
研
究
会
　
二
〇
〇
九
年
三
月

⑥
「
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
意
義
と
役
割
」（
債
券
の
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
見
直
し
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の
中
間
報
告
書
　
別
添
資
料
）
日
本

銀
行
金
融
市
場
局
　
二
〇
〇
九
年
六
月

⑦
「
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
証
券
の
破
綻
が
国
債
市
場
―
決
済
シ
ス
テ
ム
に
も
た
ら
し
た
教
訓
」（
国
債
の
決
済
期
間
の
短
縮
化
に
関
す
る
検
討
Ｗ

Ｇ
　
資
料
三
）
日
本
銀
行
決
済
機
構
局
　
二
〇
〇
九
年
一
〇
月

⑧
　
日
銀
レ
ビ
ュ
ー
「
わ
が
国
に
お
け
る
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
一
層
の
定
着
に
向
け
て
―
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
意
義
・
役
割
と
米
国
の
取
組
み
事
例
を
中

心
に
―
」
日
本
銀
行
金
融
市
場
局
　
二
〇
〇
九
年
一
〇
月

⑨
「
債
券
の
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
見
直
し
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
『
中
間
報
告
書
』」
日
本
証
券
業
協
会
　
二
〇
〇
九
年
一
一
月

（
な
か
じ
ま
　
ま
さ
た
か
・
特
別
嘱
託
研
究
員
）
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